



The field for KEMARI play in the Okayama Korakuen in the Edo era was found.
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目を見ると，1. 国図，2. 郡図，3. 城絵図，4. 役所絵図，










































竹門 暫軒 花葉 南山
北御門 御厩・番所 四天祠 大平石
御庭口 射場 地蔵堂 大立石
御台所口 観射・番所 廉池軒 千汐の森
西御門 延養亭 流店 茶畑
御成門 栄昌 唯心堂 烏帽子岩
新御門 御舞台 弁天祠 境沢





番号 1 2 3 4 5
西暦年 1786 1815 1863 1872
日本暦 天明６ 文化12 文久３ 明治５
引用文献番号・頁また
は絵図の資料番号
５）75頁 Ｔ６–１–１ ５）75頁 Ｔ７−123 ５）75頁
出来事 西稲荷勧請 絵図作成 寒翠建造 砂利島出現 東稲荷遷座






























図」, 「大川筋埋り図」, 「京橋付近之図」, 「古京町付
近之図」，という一組の絵図のうちの最初の「後楽
園絵図」が後楽園全体を描いていることは，引用文
献6）の口絵から想像される。一方，電子化された後
の分類9）を調べてみると，「総目録」7）でＴ６−１，
表題「備前国各所図」となっていたものがＴ６−１
−１からＴ６−１−４までの枝番つきの４種の独立
資料となり，明治８年という資料作成年代はそれぞ
れ「未詳」とされていた。即ち，Ｔ６−１−１とい
う番号の資料は明治８年作成という枠からは外さ
れ，何時作られたのか，電子化されたときには明確
にはできなかった，という表示がなされている。
　絵図１としてＴ６−１−１の全体を示す（原図は
カラーであるが，ここでは投稿先の規定によりモノ
クロ。なお，本稿では，引用するすべての絵図や図，
表などを，便宜上本稿第２頁に集中して掲げている。
その理由は，全部あわせても５件の図及び表であり，
互いに関連しあって見て頂いた方が，理解が得やす
いと思うからである）。見ると，まずは筆者4）が集
めた幾つかの絵図と大きく違う点として，それらの
絵図は建物，特に延養亭を中心とする後楽園の中核
建物群に関しては殆どが平面図として描かれている
のに対して，Ｔ６−１−１はいわゆる鳥瞰図と呼ば
れる三次元形式の絵図である。そういう点からみる
と，平面図では明確に表現しやすい建物内部の部屋
割りなどが，鳥瞰図では殆ど表現できないという欠
点があるが，その反面，平面図では表現できない建
物の高さがある程度表現できるという利点がある。
　当該絵図には亭舎の名前などの書き込みがあるの
で，とりあえずその書き込みの文字情報の一覧を表
１に示す。その頃の岡山後楽園に蹴鞠場があったの
か，ということに関しては，江戸時代の後楽園の研
究者の一人である神原邦男教授が，藩主宗政・治政
の頃には蹴鞠は相当盛んに行われていたようだが，
場所は暫軒であったり射場であったりで，一定の場
所で行われるようになったのは，1776年１月に「諸
事留帳」に，そのための建物の上棟式があったとい
う意味の記録があるから，それ以後のことであろう
と述べておられる8）が，その場所については「和楽」
の傍のようだとの推測以外，何も述べておられない。
　上記表１の中には，その「御鞠場」が含まれてい
る。即ち，Ｔ６−１−１が描かれた時の後楽園には
蹴鞠を実行するための建物としての設備があったと
いうことである。その位置をもう少し明確に，今の
建物配置の何処になるのかを知るために，絵図１の
中で黒線で囲んだ部分の拡大図を絵図２として示
す。これは延養亭など後楽園の中心的建物を含む地
域の一部である。図で示されるように，左から右へ，
栄昌・墨流・そして御鞠場・和楽と並び、左下には
御舞台という文字も見える。また，この絵図２で示
されるように，御鞠場はその高さが周囲の墨流しや
和楽の二倍以上であることも分かり，普通の亭舎よ
りも背の高い特別の建物であることも示している。
このことは，蹴鞠のルールや実況が記載された文献
の記述10）とも一致する。さらに，この絵図２と，
現在の建物配置とを比べてみよう。図１に現在の延
養亭近くの建物配置図を示す。絵図２と図１とを比
べて明らかなように，絵図２の「御鞠場」は図１，
すなわち現在の墨流しの西側の空き地に相当する。
現在は和楽という建物は存在しない。
３．Ｔ６－１－１の成立年の推定
　Ｔ６−１−１について，そのおおよその作成年代
を推定するための作業を行った。　前節で述べたよ
うに当該絵図には多くの書き込みがあり，それを各
年代の絵図と比較したり，引用文献5），6）に紹介さ
れている記録などで，およその作成年代あるいはそ
の範囲が判るように思えた。例えば，Ａという建物
はα年に建造したという記録があり，Ｔ６−１−１
佐橋　　謙
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にはその建物の記載があれば，Ｔ６−１−１はα年
より後に作図されたと推定し，Ｂという建物はβ年
に作ったという記録があるのにＴ６−１−１にＢが
記載されていなければ，Ｔ６−１−１はβ年より前
に作図されたと推定する，というやり方である。
　上述の表１の中の，庭園の構造物の最後の砂利島
というのが括弧つきになっているのは，これはＴ６
−１−１に文字としては記入が無かったし，絵とし
ても描かれてはいなかったが，「この絵図には砂利
島は無い，島ではなく，沢の池の北岸から南に伸び
る半島状のものがあるだけ」ということを確認する
ためである。表２には1700年代後半頃から1900年
の頃に亘って後楽園内の亭舎や設備などで起こった
新築・移転・撤去などの変化で，絵図や上述引用文
献に記載されているものを，その年度，変化があっ
た亭舎の名称などを年度順に並べてある。例えば，
表２列番号１については，1786年（天明６年）には，
引用文献 5）の75頁に藩主治政が「西の稲荷社」を
勧請した旨の記載がある，と言うことを意味し，ま
た，列番号３では，1815年（文化12年）には，藩
主斎政が寒翠細響軒の建造を命じた，ことが同じ文
献に出ている，ということを意味している。
　さて，絵図Ｔ６−１−１には西稲荷は記入されて
いるのに対して，寒翠細響軒は記入されていないと
いうことであるから，絵図Ｔ６−１−１は1786年
よりは後，1815年よりは前のほぼ30年間のどこか
で作図されたものとの推定が可能である。一方，前
出の神原邦男教授8），11）によると，藩主治政は蹴鞠
に大変熱心であったそうだから，この30年間の幅
のより早い時期の方にこの絵図が出来上がっていた
可能性が強い。実際，藩主宗政の時代は射場で蹴鞠
を，宗政が襲封してからも暫軒や和楽での蹴鞠の記
録があり，1776年１月末日に「御鞠掛御上棟・御
祝儀」という記事が諸事留帳にあると紹介されてい
る。この上棟というのは，Ｔ６−１−１に見える御
鞠場のためであるとするならば，完成はそれから数
ヵ月後，つまり，年号としては1776年には絵図２
の位置に御鞠場はあったことになるが，そのときに
は勿論西稲荷祠はまだ無いので，御鞠場と西稲荷祠
とが同時に存在するＴ６−１−１は，1786年作成
という可能性が強い，ということになる。御鞠場が
出来たのは1776年かもしれないが，その御鞠場が
登場する絵図が描かれたのは1786年である，とい
うことだ。
４．まとめ
　偶然の機会から，岡山後楽園の中の現在の「墨流
しの間」の近くに，藩主が遊び，御家来衆や出入り
の商人たちと友好を深めるための交流の場としての
御鞠場が作られていたことが分かった。その付近に
蹴鞠の練習場があったに違いないとの記述はすでに
神原教授8）によって与えられていたが，実際に「御
鞠場」という名前が付けられた建物がある絵図が発
見され，その位置が特定されたのはこれが最初と思
う。そのようなことが起こった原因の一つは，池田
家文庫で付けられた分類が，Ｔ７ではなく，Ｔ６で
あったということからではないか，とも思える。も
しそうであるならば，池田家文庫の中にはまだまだ
知られていない情報が残っているかもしれないとの
期待を持たせてくれる。また，この御鞠場は今のと
ころ，Ｔ６−１−１の絵図にしか見出せていない。
従って，長期的に設営されたものでなく，治政公の
時代のみのものであったかも知れない。
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